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介
護
保
険
料
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介
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険
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負
担
軽
減
求
め
る

　
　

負
担
軽
減
求
め
る

　
高
槻
市
は
昨
年
度
35
億

円
の
黒
字
で
し
た
。
一

昨
年
の
２
０
２
３
年

度
は
26
億
円
の
黒
字
。

２
０
２
０
年
度
ま
で
は
数

億
円
規
模
の
黒
字
で
し

た
が
、
こ
の
数
年
間
は
数

十
億
円
の
黒
字
で
す
。
昨

年
度
は
市
税
収
入
が
約

10
億
円
増
え
て
お
り
、
国

の
税
収
が
増
え
て
い
る
関

係
で
、
地
方
自
治
体
に
配

　

昨
年
度
は
市
長
が
、

26
億
円
の
黒
字
は
市
民

の
た
め
に
使
う
も
の
と
し

て
、
12
月
議
会
に
物
価

高
対
策
と
し
て
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行

や
、
水
道
料
金
の
基
本
料

を
４
か
月
無
料
に
す
る
こ

と
を
提
案
し
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
４
月
か
ら
こ
ど

も
医
療
費
助
成
を
完
全
に

無
料
に
す
る
こ
と
に
取
り

く
み
ま
し
た
。

　
今
年
は
９
月
24
日
の
本

会
議
に
新
た
な
物
価
高
対

策
と
し
て
、
16
歳
か
ら
18

歳
ま
で
の
高
校
生
等
と
児

童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
に

地
元
産
米
を
給
付
す
る
予

算
が
提
案
さ
れ
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
相
次
ぐ
物
価

の
値
上
が
り
に
対
し
、
水

道
料
金
の
減
額
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
（
第
８

弾
）
の
発
行
な
ど
全
市
民

を
対
象
に
し
た
支
援
を
急

い
で
実
施
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
な
る
支
援

を
求
め
て
い
き
ま
す
。
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０
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算

２
０
２
４
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3535
億
円
の
黒
字

億
円
の
黒
字

分
さ
れ
る
交
付
税
が
15
億

円
増
え
て
い
る
の
で
、

35
億
円
の
黒
字
に
な
っ
た

と
説
明
し
て
い
ま
す
。

・
高
校
生
等
の
い
る
世
帯
に
対
し
、
対
象
者
１
人
に
つ
き
地
元

産
米
５
ｋ
ｇ
を
給
付

２
０
２
５
年
12
月
１
日
時
点
で
市
内
に
住
む
２
０
０
７
年

４
月
２
日
か
ら
２
０
１
０
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

・
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
に
地
元
産
米
５
ｋ
ｇ
を
給
付

・
配
送
時
期　

２
０
２
６
年
１
月
か
ら
２
月
中
を
予
定

・
お
知
ら
せ　

対
象
者
に
は
12
月
中
に
お
知
ら
せ
を
送
付

２
０
２
４
年
度
決
算

２
０
２
４
年
度
決
算

3535
億
円
の
黒
字

億
円
の
黒
字

９月
議会

　
昨
年
度
介
護
保
険
料

が
全
て
の
段
階
で
値
上

げ
さ
れ
ま
し
た
。

　
き
よ
た
議
員
は
「
基

準
額
は
年
間
で
５
︐

９
９
７
円
の
値
上
げ
。

第
１
号
被
保
険
者
の
う

ち
、
第
１
段
階
か
ら
第

４
段
階
の
保
険
料
を
支

払
う
人
は
全
体
の
何
割

だ
っ
た
の
か
」
と
質
問
。

市
は
「
第
１
号
被
保
険

者
は
10
万
２
︐
０
０
５

人
で
そ
の
う
ち
、
第
１

段
階
か
ら
第
４
段
階
の

人
は
４
万
７
︐
３
５
０

人
で
、
全
体
の
46・４
％

と
な
っ
て
い
る
」
と
答

弁
。
き
よ
た
議
員
は「
物

価
高
騰
で
苦
し
む
市
民

に
と
っ
て
、
厳
し
い
保

険
料
値
上
げ
。
基
金
を

み
る
と
、
昨
年
度
末
で

約
27
億
５
千
万
円
。
介

護
保
険
料
の
抑
制
に
使

う
べ
き
で
し
た
」
と
意

見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事

や
状
況
に
つ
い
て
聞
き

「
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
不
足
し
て
い
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

あ
る
。
欠
員
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
高
齢
者
へ
の

ケ
ア
が
損
な
わ
れ
る
。

早
急
に
改
善
す
る
よ
う

に
」
と
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
介
護
が
必

要
な
高
齢
者
が
増
え

る
中
で
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
仕
事
が
増

え
、
本
来
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
仕
事
で
は
な

い
﹃
シ
ャ
ド
ー
ワ
ー
ク
﹄

と
呼
ば
れ
る
無
報
酬
の

仕
事
も
増
え
て
い
る
。

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

人
手
不
足
、
低
賃
金
、

過
密
労
働
に
つ
い
て
市

は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
」
と
市
の
見
解
を
聞

き
ま
し
た
。
市
は
「
人

材
確
保
に
つ
い
て
は
全

国
的
な
課
題
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
処
遇
改
善

や
就
業
環
境
の
改
善
を

国
に
要
望
す
る
と
と
も

に
、
負
担
軽
減
に
努
め

て
い
く
。」
と
答
弁
し

ま
し
た
。
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２
０
２
２
年
に
文
科
省

が
「
教
員
勤
務
実
態
調

査
」
を
実
施
。
中
学
校
教

諭
で
は
一
週
間
の
「
総
在

校
等
時
間
」（
持
ち
帰
り

残
業
を
除
く
、
校
内
で
の

時
間
外
含
む
勤
務
時
間
）

が
、
過
労
死
ラ
イ
ン
の
週

60
時
間
勤
務
を
超
え
る
人

が
36
・
６
％
に
の
ぼ
り
、

８
割
近
く
が
月
45
時
間
越

え
の
残
業
で
し
た
。
学
校

で
教
員
は
、
日
中
、
ト
イ

レ
に
行
く
時
間
も
な
く
、

子
ど
も
た
ち
が
下
校
し
た

後
は
、
会
議
や
打
ち
合
わ

せ
、
保
護
者
へ
の
電
話
対

応
、
学
校
運
営
上
の
業
務

分
担
に
か
か
わ
る
、
さ
ま

ざ
ま
な
仕
事
、
学
級
事
務

や
丸
つ
け
、
授
業
の
準
備

な
ど
、
山
の
よ
う
に
仕
事

が
あ
り
、
休
憩
時
間
も
と

れ
な
い
と
聞
き
ま
す
。

　
ま
た
、
教
員
の
長
時
間

過
密
労
働
に
拍
車
を
か
け

て
い
る
の
が
欠
員
問
題
で

す
。
こ
の
影
響
を
受
け
る

の
は
児
童
生
徒
で
す
。
昨

年
度
の
高
槻
市
の
欠
員
状

況
は
年
度
当
初
で
小
学
校

３
人
、
中
学
校
１
人
。
年

度
途
中
の
11
月
で
小
学
校

６
人
、
中
学
校
４
人
で
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
長
時
間
過

密
労
働
の
常
態
化
で
、
教

員
の
身
体
と
心
の
健
康

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
の
教
職
員

の
精
神
疾
患
に
よ
る
休

職
者
は
、
初
め
て
７
千
人

超
え
で
、
過
去
最
多
の
記

録
を
更
新
し
続
け
て
い
ま

す
。
高
槻
市
で
は
休
職

者
全
体
の
う
ち
、
精
神
疾

患
で
休
職
に
な
る
教
員
が

このままでは
学校がもたない

教
員
の
欠
員
へ
の
対
策
求
め
る

教
員
の
欠
員
へ
の
対
策
求
め
る

教
員
の
欠
員
へ
の
対
策
求
め
る

教
育
環
境
充
実
の
た
め
に
も

教
員
増
や
し
、
長
時
間
労
働
解
決
を

　

公
立
学
校
の
教
員
だ

け
、
公
立
教
員
給
与
特

別
措
置
法
（
給
特
法
、

１
９
７
１
年
）

と
い
う
法
律
で
、

残
業
代
ゼ
ロ
。「
１
日
８

時
間
労
働
」（
労
働
基
準

法
）
は
国
が
守
る
べ
き
大

原
則
で
す
。
解
決
策
は
教

員
増
と
残
業
代
制
度
適
用

で
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も

も
教
員
も
負
担
を
感
じ
る

よ
う
な
学
校
の
あ
り
方
も

変
え
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
槻
市
は
中
学
校
で
独

自
に
35
人
学
級
を
実
施
し

て
、
教
員
を
増
や
し
て
い

ま
す
。
９
月
議
会
で
私
は

「
高
槻
市
の
独
自
の
取
り

組
み
を
増
や
す
必
要
が
あ

る
」
と
訴
え
、
教
員
の
欠

員
と
働
き
方
の
改
善
を
求

め
ま
し
た
。

●不登校児童生徒の居場所を充実させること
●保護者への相談支援、経済的支援の充実
●スクールカウンセラー、スクールソーシャ
ルワーカー、不登校支援員の体制強化
●教職員の長時間労働の解消
●小学１、２年生で３０人学級の実施
など

小
学
校
で
91
・
７
％
、
中

学
校
で
72
・
７
％
と
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
員
の
離
職
率
は
こ
の
10

年
で
１・
８
倍
、
若
手
は

さ
ら
に
多
く
３・
８
倍
に

増
え
て
い
ま
す
。
な
り
手

も
深
刻
で
、
２
０
２
４
年

度
の
教
員
採
用
試
験
の
倍

率
は
、
小
学
校
は
２・
２

倍
ま
で
低
下
し
、
小
中
高

す
べ
て
で
過
去
最
低
を
記

録
し
ま
し
た
。

　
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
の

は
教
職
員
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
２
０
２
３
年
度
、

日
本
の
子
ど
も
達
の
登
校

拒
否
・
不
登
校
児
童
生
徒

数
が
過
去
最
多
を
更
新
し

ま
し
た
。
小
学
生
の
登
校

拒
否
・
不
登
校
は
、
10
年

前
と
比
べ
る
と
５
倍
に
増

大
。
い
じ
め
認
知
件
数
、

暴
力
行
為
や
子
ど
も
の
自

殺
も
過
去
最
多
で
す
。
過

度
な
競
争
と
管
理
の
教
育

が
依
然
と
し
て
学
校
現
場

に
押
し
つ
け
ら
れ
、
財
界

が
求
め
る
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
育
成
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・

オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
」
で
増

え
続
け
る
教
育
内
容
に
、

子
ど
も
達
が
悲
鳴
を
上
げ

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
「
こ

の
ま
ま
で
は
学
校
が
も
た

な
い
」
状
況
で
す
。

高槻市の不登校児童・生徒数

不登校数157
（9.0）

241
（14.0）

307
（18.0）

335
（19.9）

374
（22.5）

242
（27.7）

531
（64.4）

329
（37.5）

407
（47.1）

474
（56.0）

小学校
2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

中学校

※年間30日以上の欠席（　）は千人率

（人）

2020年度
2021年度
2022年度
2023年度
2024年度

４
16
19
22
26

８
18
33
32
36

22
29
38
52
57

34
59
51
64
87

39
58
79
71
78

50
61
87
94
90

66
95
107
114
145

86
112
142
179
190

90
122
158
181
196

399
570
714
809
905

中 小中
合計1年 ２年 ３年

小
1年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

学年別不登校児童生徒数

↑以外すべて増。過去最多。

高槻市に求めていること


